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リサイクルといえば

あだち再生館
あだち再生館は、リサイクルに関する情
報でいっぱいです。皆さんの家庭の不用品
を預かつて販売する再生館ショップや、暮
らしに役立つ講座、ミニフリーマーケット
など盛り沢山。ゴミを減らして地球にやさ
し< 、再利用で皆さんの家計にもやさしい
再生館です。また、1 周年を記念してイベ
ントを行います。この機会に、ぜひおいで
ください。利 用 案 内

中央 本町2- 9- 1
開館日時=火曜日～日曜日、
午前10時～午後4時
( 月曜 日 ・祝日 休館)
※ 1階は毎月25日～月末ま
で 休館
あ だち再 生館( 2 階)

3880 ―9800
足立東リサイクルセンター

( 1 階)
5681- 7806

※ 駐車場はありませんので、お車での来館はご遠慮ください

来
て
み
て
損
は
あ
り
ま
せ
ん
!

再
生
館
シ
ョ
ッ
プ

皆
さ
ん
の
家
庭
に
眠
っ
て
い
る
不
用

品
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
再
生
館
シ
ョ
ッ

プ
で
は
、
そ
う
し
た
品
物
を
預
か
り
、
4

週
間
展
示
し
て
販
売
し
ま
す
。
手
数

料
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

欲
し
い
も
の
を
安
く
手
に
入
れ
た
い

と
い
う
方
と
、
不
用
品
を
捨
て
す
に
活

か
し
た
い
と
い
う
方
の
橋
渡
し
が
シ
ョ

ッ
プ
の
役
割
で
す
。

営
業
時
間
=
水
曜
日
～
日
曜
日
(
火
曜

日
は
整
理
日
で
休
み
)
、
午
前
1
0
時
～

午
後
3
時
出
品
で
き
る
方
=
区
内
在

住
・
在
勤
の
方
(
1
8
歳
以
上
)
申
込

=
初
回
は
(
ガ
キ
で
、
郵

便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・

フ
リ
ガ
ナ
・
電
話
番
号
・

出
品
内
容
(
5
点
ま
で
)
を
明
記
し
、

再
生
館
シ
ョ
ッ
プ
ま
で

出
品
で
き
る

も
の
=
日
用
品
全
般
(
新
品
ま
た
は
新

品
同
様
の
物
)
。
1
人
1
回
5
点
ま
で
。
I

点
の
上
限
額
は
5
千
円
。

▲ リサイクル教室

ショップ人気商品

利
用
者
の
声

使
え
る
も
の
を
捨
て
る
の
は

も
っ
た
い
な
い
で
す
ね

木
立
美
香
さ
ん
(
青
井
6
丁
目
)

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
よ
く
行
く
リ

サ
イ
ク
ル
に
関
心
が
あ
る
友
人
か
ら
、

再
生
館
シ
ョ
ッ
プ
の
こ
と
を
教
え
て
も

ら
い
ま
し
た
。
利
用
す
る
の
は
2
回
目

で
す
。
自
分
が
使
わ
な
く
な
っ
て
も
、

誰
か
使
っ
て
く
れ
る
方
に
リ
サ
イ
ク
ル

で
き
れ
ば
い
い
で
す
ね
。
ま
だ
ま
だ
、

捨
て
る
に
は
、
も
っ
た
い
な
い
も
の
が

あ
り
ま
す
か
ら
。

▲ 左の親子連れが木立さん

ま
だ
ま
だ
使
え
る

粗
大
ゴ
ミ
を
再
生
!

東
京
都
足
立
東

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

―
階
で
は
粗
大
ご
み
の
中
か
ら
、
ま

だ
使
え
る
家
具
・
電
化
製
品
・
自
転
車

等
を
一
部
補
修
し
、
毎
月
8
0点
ほ
ど
展

示
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
希
望
者
に
抽

選
(
毎
月
2
4日
が
抽
選
日
)
に
よ
ひ
無
料

で
提
供
。
粗
大
ゴ
ミ
か
ら
生
ま
れ
変
わ

っ
た
家
具
は
、
皆
さ
ん
に
大
人
気
で
す
。

こ
こ
の
再
生
家
具
は
、「
粗
大
ゴ
ミ

に
だ
す
前
に
も
う
使
え
な
い
か
、
も
う

一
度
見
直
し
て
く
だ
さ
い
」
と
問
い
か

け
て
い
る
よ
う
で
す
。

楽
し
く
て
役
立
つ
講
座
も
開
催
中

リ
フ
ォ
ー
ム
室
や
り
さ
い
く
る
工
房

室
で
は
講
座
を
行
っ
て
い
ま
す

。リ
フ

ォ
ー
ム
室
で
は
、
不
用
に
な
っ
た
(
ン

カ
チ
や
洋
服
の
残
り
布
を
利
用
し
た
小

物
づ
く
り
(
さ
き
布
教
室
)
や
リ
フ
ォ

ー
ム
教
室
を
開
催
し
て
洋
服
や
布
類
を

再
生
し
ま
す
。
り
さ
い
く
る
工
房
室
で

は
、
廃
油
石
鹸
づ
く
り
、
牛
乳
パ
ッ
ク

を
利
用
し
た
紙
す
き
な
ど
の
工
作
教
室

を
通
し
て
コ
ミ
を
肥
え
る
品
物
に
作
り

変
え
ます
。

あ
だ
ち
再
生
館
の
講
座
等
事
業
の
企

画
・
運
営
は
あ
だ
ち
リ
サ
イ
ク
ル
協
会

が
行
っ
て
い
ま
す
。
リ
サ
イ
ク
ル
協
会

は
ゴ
ミ
を
減
ら
し
て
地
球
と
人
間
が
共

存
で
き
る
リ
サ
イ
ク
ル
社
会
を
目
指
す

任
意
団
体
で
す
。
地
域
等
の
団
体
で
、

リ
サ
イ
ク
ル
学
習
を
し
た
い
と
き
は
、

あ
だ
ち
再
生
館
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▲ 廃油石鹸づくり

好
評
で
す

ミ
ニ
・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

毎
月
第
2
土
曜
日
、
第
4
日
曜
日
に

行
っ
て
い
る
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
。
8

区
画
と
小
規
模
で
す
か
、
家
族
や
お
友

達
と
お
気
軽
に
ご
参
加
ぐ
だ
さ
い
。

※
1
・
8
月
は
中
止
し
ま
す

リ
サ
イ
ク
ル

情
報
収
集
に
は

リ
サ
イ
ク
ル
に
関
す
る
図
書
・
雑
誌

・
各
種
資
料
・
ビ
デ
オ
が
あ
り
、
貸
し

出
し
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
リ
サ
イ

ク
ル
製
品
や
コ
ン
ポ
ス
ト
化
容
器
、
2
3

区
ブ
ラ
ン
ド
品
も
展
示
し
て
い
ま
す
。

みんな集まれ!
1 周年記念イベント

日時=8月30日( 日) 、午前10時～午後4時
内容= 下表 ※ 人型家具等の展示場、リサ
イクルショップは平常どおり 行ないます

イベント内容

※ なお、人数に限りがありますのであらかじめ
ご了承ください

北
野
大
氏
来
る
!

講
演
会
～
地
球
環
境
を
救
う
新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
ヘ
～

日
時
=
9
月
4
日
窗
、
午
後
3
時
～

4
時
5
0分

場
所
=
区
役
所
庁
舎
ホ

ー
ル

講
師
=
北
野
大
氏
(
淑
徳
大

学
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部

数
授
)

定
員
=
4
0
0人(
応
募
多
数

の
場
合
抽
選
)

費
用
=
無
料

申

込
=
往
復
(
ガ
キ
に
、
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、「
講
演

会
の
申
し
込
み
」
と
明
記
(
返
信
用
に

も
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
を
明
記
)

※
1
人
に
つ
き
1
枚
ま
で

期
胴
で
8

月
1
7日
消
印
有
効

申
・
問
先
=
〒
1
2
0

・
O
0
1
1

中
央
本
町
2
1
9
1
1

あ
だ
ち
再
生
館

「
講
演
会
」
係

(
3
8
8
)
9
8
0
0

みんなの力できれいなまちを
足立区まちをきれいにする条例施行

4月からたばこ・空き缶・ガ
ム・紙くす等のポイ捨て、犬の
ふんの放置は区内全域で禁止さ
れています。みんなできれいな
まちをつくりましょう。
問先= 地域振興課美化推進
3880- 5111( 代)

今号の主な内容
2
・
3
面
▽
保
健
福
祉
ガ
イ
ド
/
介
護
保
険
Q
&
A
/

福
祉
事
務
所
相
談
窓
口
/
ワ
ン
ポ

イ
ン
ド
健
康
術

4
・
5
面
▽
夏
休
み
子
ど
も
特
集

児
童
館
・
図
書
館
/
処
理
場
訪
問
/
学
校
ア
ル
バ
ム
6

・
7
面
▽
中
小
企
業
融
資
案
内
/
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
商
品
テ
ス
ト
/
催
し
物
ガ
イ
ド
/

掲
示
板
/
み
ん
な
の
ペ
ー
ジ

8
面
▽
▽
▽
い
こ
い
の
場
所
を
訪
ね
て
/
花
だ
よ
り
/
ス
ケ
ッ
チ
あ
だ
ち

◎ 区の木… さくら / 区 の花… チュ ーリ ップ
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保
健
福
祉
ガ
イ
ド

こ
れ
で
防
げ
る
糖
尿
病

目
や
腎
臓
な
ど
体
の
大
事
な
所
に
合

併
症
を
起
こ
す
糖
尿
病
を
予
防
し
ま
せ

ん
か
。

日
時
=
9
月
1
日
㈹
・
9
日

團
、
午
後
1
時
釦
分
～
3
時
3
0分
(
2

日
制
)

対
象
=
経
過
観
察
中
の
方
、

肥
満
度
の
高
い
方
、
糖
尿
病
の
治
療
中

で
な
い
方

内
容
=
糖
尿
病
と
は
/
あ

な
た
の
食
事
、
大
丈
夫
?
/
運
動
に
つ

い
て
/
歯
周
病
と
糖
尿
病

定
員
=
5
0

人
(
先
着
順
)

費
用
=
無
料

申
込
=

電
話

塲
・
申
・
問
先
=
東
和
保
健

相
談
所
　
(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

ぜ
ん
息
児
水
泳
教
室
(
後
期
)

日
時
=
1
0月
7
日
～
1
1月
1
8日
の
毎
週

水
曜
日
(
1
0月
2
1日
を
除
く
)
、
計
6

回
、
午
後
3
時
～
5
時
3
0分

場
所
=

千
住
温
水
プ
ー
ル

ー
ス
イ
ミ
ー

対
象
=

区
内
在
住
で
、
ぜ
ん
息
に
か
か
っ
て

い
る
小
学
生

定
員
=
4
0人
(
先
着

順
)

費
用
=
無
料

申
込
=
電
話

※
前
期
の
教
室
に
参
加
さ
れ
た
方
は
応

募
で
き
ま
せ
ん

申
・
問
先
=
公
害
補

償
係

重
度
障
害
者
運
動
会
介
助
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

運
動
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し

ま
す
。
障
害
者
の
方
と
と
も
に
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

日
時
=
9

月
N
日
溂
、
午
前
9
時
～
午
後
4
時

場
所
=
佐
野
セ
ン
タ
ー

対
象
=
1
8歳

以
上
の
健
康
な
男
女

内
容
=
重
度
障

害
者
介
助
補
助

定
員
=
若
干
名

※

傷
害
保
険
付
き

申
・
問
先
=
東
部
障

害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

「
卒
寿
」
家
庭
の
方
へ

換
気
扇
を
無
料
で
清
掃
し
ま
す

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
社

会
奉
仕
活
動
の
一
環
と
し
て
、
卒
寿
(
9
0

歳
)
家
庭
の
換
気
扇
掃
除
を
無
料

で
行
い
ま
す
。

日
程
=
9
月
1
日
～
1
1

月
3
0日

対
象
=
1
0年
4
月
1
日
現

在
で
満
卯
歳
(
明
治
4
0年
4
月
2
日
～

明
治
む
年
4
月
1
日
生
ま
れ
)
の
方
が

居
住
す
る
世
帯

内
容
=
一
般
家
庭
用

換
気
扇
の
清
掃

申
込
=
電
話

期
限
=
8

月
3
1日

※
ま
た
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
今
ま
で
行
っ
て
い

た
白
寿
(
9
9歳
)
冢
庭
の
ふ
す
ま
・
障

子
の
無
料
張
替
え
を
今
年
も
行
い
ま
す

申
・
問
先
=
肋
足
立
区
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー

(
3
8
5
9
)
2
5
6
1

シ
ル
バ
ー
パ
ス
(有
料
)一
斉
交
付
方
法
が
一
部
変
更

東
京
都
シ
ル
バ
ー
パ
ス
制
度
改
正
に

よ
り
、1
0年
1
0月
更
新
パ
ス
の
一
斉
交

付
方
法
を
一
部
変
更
し
ま
す
。

変
更

部
分
=
所
得
判
定
が
本
人
と
配
偶
者
の

み
(
現
行
は
扶
養
者
も
判
定
の
対
象
)

/
有
料
パ
ス
購
入
者
は
も
よ
り
の
郵
便

局
で
購
入

現
行
は
区
役
所
で
販
売
)

※
8
月
中
旬
に
申
請
用
の
往
復
(
ガ
キ

を
す
べ
て
の
有
料
対
象
者
の
万
に
送
り

ま
す

問
先
=
在
宅
福
祉
係

ご
協
力
を
　
寝
た
き
り
高
齢
者
の
実
態
調
査

「
高
齢
者
実
態
調
査
」
は
、1
2年
4

月
か
ら
始
ま
る
介
護
保
険
制
度
に
向
け

て
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
反
映
さ
せ
な

「
介
護
保
険
事
業
計
画
」
を
策
定
す
る

た
め
に
行
う
も
の
で
す
。

7
月
中
旬
に
高
齢
者
一
般
調
査
(
抽

出
)
を
行
い
、
高
齢
者
の
方
々
の
生
活

状
態
、
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る

意
識
や
利
用
状
況
等
を
調
査
し
ま
じ
た
。

こ
の
調
査
で
寝
だ
き
り
と
思
わ
れ
る

方
お
よ
び
既
に
区
が
稷
た
き
り
と
分
か

っ
て
い
る
方
に
つ
い
て
、
8
月
か
ら
さ

ら
に
詳
し
い
調
査
を
行
い
ま
す
。
区
か

ら
委
託
さ
れ
た
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の

職
員
が
該
当
者
の
お
宅
に
伺
い
、
調
査

を
行
い
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
先
=
介
護
保
険
課

乳
幼
児
医
療
費

助
成
制
度

対
象
年
齢
の
拡
大
に

伴
う
申
請
手
続

1
0月
1
日
か
ら
乳
幼
児
医
療
費
助
成

制
度
の
対
象
年
齢
が
I
歳
未
満
か
ら
就

学
前
(
6
歳
に
達
し
た
日
以
降
最
初
の

3
月
3
1日
ま
で
)
に
拡
大
さ
れ
ま
す
(

所
得
制
限
あ
り
)
。
対
象
児
の
い
る
家

庭
に
は
申
請
書
等
を
送
り
ま
し
た
が
、

ま
だ
、
申
請
を
し
て
い
な
い
方
は
、
至

急
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
が
な

い
と
、
所
得
制
限
内
の
方
で
も
医
療
証

の
交
付
が
で
き
ま
せ
ん
。
な
お
、
申
請

書
等
が
送
付
さ
れ
て
な
い
方
、
紛
失
等

で
申
請
書
の
な
い
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

問
先
=
児
童
医
療
係

介
護
保
険
Q
&
A

第1回

介
護
保
険
っ
て

何
だ
ろ
う
?

介
護
保
険
と
は
1
9
1年4
月
か
ら
始
ま

る
、
高
齢
者
等
の
介
護
に
か
か
る
負
担

を
、
社
会
全
体
で
支
え
る
新
し
い
制
度

で
す
。し
か
し
、
「介
護
保
険
っ
て
、

よ
く
聞
く
け
ど
一
体
ど
う
い
う
制

度
?
」
と
思
っ
て
い
る
方
へ
お
答
え
す

る
シ
リ
ー
ズ
の
第
1
　回
で
す
。

Q
‥
1
2年
4
月
1
日
か
ら
始
ま
る
こ

と
は
何
で
す
か
?

A
‥
こ
の
日
か
ら
、
保
険
料
を
納
め

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
が
始
ま
り
ま
す
。
足
立
区
に
住
所
の

あ
る
6
5歳
以
上
の
方
に
は
、4
月
1
日

ま
で
に
、「
介
護
保
険
被
保
険
者
証
」

を
お
送
り
し
ま
す
。
ま
た
介
護
が
必
要

な
方
の
要
介
護
認
定
申
請
は
、1
1年
1
0

月
ご
ろ
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

Q
‥ど
ん
な
人
が
介
護
保
険
に
加
入

す
る
の
で
す
か
?

A
‥
年
齢
が
4
0歳
以
上
の
方
が
加
入

し
ま
す
。6
5歳
以
上
で
足
立
区
に
住
所

が
あ
る
人
は
「
第
一
号
被
保
険
者
」、4
0

歳
～
6
4歳
で
足
立
区
に
住
所
が
あ
り

医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
が
「
第

二
号
被
保
険
者
」
と
な
り
ま
す
。
「第

一
号
被
保
険
者
」
と
「
第
二
号
被
保
険

者
」
で
は
、
保
険
料
の
算
定
や
認
定
の

資
格
等
が
異
な
り
ま
す
。

次
回
は
、
保
険
料
に
つ
い
て
で
す
。

※
介
護
保
健
に
関
す
る
ご
質
問
等
を
お

よ
せ
ぐ
だ
さ
い
。

問
先
=
介
護
保
険
課

2
・
3
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
か
な
い
も
の

は
区
役
所
代
表
へ
　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

凡例

申
込
…
申
し
込
み
方
法

期
限
…
申
し
込
み
期
限

場
・
申
・
問
先
…
会
場
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

あなたの相談室
困ったことや心配なこと があ りましたら、
お気軽 にご利用ください( 秘密厳守)。
費用= 無料 問先= 広聴 相談係
3880- 5111 ㈹

※ 土曜 ・日曜 ・祝 日はお 休みです

◎ 住宅修繕をお考えの方へ、区内建築業者の連合団体を紹介しています、電話でお申し込みください

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

差
別
を
な
く
す
運
動
　
⑨

自
由
民
権
運
動
以
降
、
部
落
解
放
へ

の
動
き
は
各
地
で
起
こ
り
、
同
和
地
区

の
人
た
ち
に
ょ
る
自
ら
の
力
で
解
放
し

よ
う
と
す
る
団
体
が
生
ま
れ
て
き
ま
し

た
。明

治
3
5
年
(
1
9
0
2
年
)
に
は
、

岡
山
県
の
三
好
伊
平
次
ら
に
よ
っ
て

「
備
作
平
民
会
」
が
つ
く
ら
れ
、
「部
落

民
よ
目
ざ
め
よ
、
自
分
の
手
で
自
分
を

解
放
せ
よ
」
と
よ
び
か
け
、
運
動
を
展

開
し
て
い
き
ま
す
。

翌
年
に
は
、
奈
良
、
大
阪
な
ど
に
同

和
地
区
の
人
た
ち
に
ょ
る
、
自
ら
の
力

で
解
放
し
よ
う
と
す
る
団
体
が
生
ま
れ

て
き
ま
し
た
。

同
年
7
月
に
は
、
大
阪
、
京
都
、
兵

庫
、
奈
良
、
和
歌
山
、
岡
山
な
ど
の
各

府
県
の
有
志
が
集
ま
っ
て
、
全
国
的
な

運
動
組
織
体
で
あ
る
「
大
日
本
同
胞
融

和
会
」
を
つ
く
り
ま
し
た
。

明
治
3
6
年
7
月
に
結
成
さ
れ
た
「
大

日
本
同
胞
融
和
会
」
の
運
動
は
、
差
別

の
原
因
が
同
和
地
区
の
人
た
ち
の
言
葉

づ
か
い
や
、
服
装
あ
る
い
は
生
活
習
慣

な
ど
に
あ
る
と
考
え
、
そ
れ
を
な
お
す

こ
と
に
よ
っ
て
融
和
し
て
い
こ
う
と
し

た
も
の
で
し
た
。

す
な
わ
ち
、
こ
の
運
動
は
部
落
差
別

を
生
み
出
し
て
い
る
根
本
的
な
問
題
に

ま
で
目
を
向
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
完

全
解
放
へ
は
到
達
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

大
正
3
年
に
は
、
第
一
次
世
界
大
戦

が
始
ま
り
ま
し
た
。日
本
の
経
済
は
、

そ
の
影
響
を
受
け
て
著
し
い
発
展
を
見

せ
た
反
面
、
イ
ン
フ
レ
と
物
価
高
の
た

め
、
貧
富
の
差
が
広
が
り
零
細
な
農
漁

民
や
都
市
労
働
者
の
生
活
が
一
層
苦
し

く
な
っ
て
い
っ
た
の
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
は
、
同
和
対
策
相
当
へ

夏
は
交
通
事
故
が
増
え
る
と
き

気
を
ひ
き
し
め
て
運
転
し
ま
し
ょ
う
!

旅
行
、
海
水
浴
や
帰
省
な
ど
ド
ラ
イ

ブ
の
機
会
が
多
く
な
る
夏
は
交
通
事
故

が
多
発
す
る
時
期
で
す
。
ち
ょ
つ
と
し

た
心
の
す
き
が
交
通
事
故
を
ひ
き
お
こ

し
ま
す
。
楽
し
い
夏
を
家
族
で
過
ご
す

た
め
に
、
交
通
事
故
の
恐
う
し
さ
を
理

解
し
、
互
い
に
交
通
安
全
に
つ
い
て
再

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

□
長
距
離
運
転
時
や
交
通
量
の
少
な
い

単
調
な
道
路
で
は

居
眠
り
を
し
て
対
向
車
線
に
と
び
出

し
、
大
事
故
を
ひ
き
起
こ
す
危
険
性
が

あ
り
ま
す
。
眠
気
を
催
し
た
と
き
は
無

理
を
せ
ず
に
休
憩
や
軽
く
体
操
を
す
る

な
ど
気
分
転
換
を
し
ま
し
ょ
う
。

□
交
通
量
の
少
な
い
交
差
点
で
は

通
り
慣
れ
た
道
路
で
も
油
断
せ
ず
に
、

徐
行
や
一
時
停
止
な
ど
し
て
歩
行
者
・

自
転
車
に
注
意
し
、
し
っ
か
り
安
全
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

□
夜
間
の
運
転
で
は

日
中
と
同
じ
よ
う
な
感
覚
で
運
転
を

し
が
ち
で
す
。
ス
ピ
ー
ド
を
抑
え
て
運

転
を
す
る
と
と
も
に
、
暗
が
り
へ
も
し

っ
か
り
と
注
意
を
し
、
歩
行
者
の
有
無

を
確
か
め
て
運
転
を
し
ま
し
ょ
う
。

問
先
=
交
通
安
全
係

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

千
住
警
察
署(

3
8
7
9
)
0
1
1
0

西
新
井
警
察
署(

3
8
5
2
)
0
1
1
0

綾
瀬
警
察
署(

3
6
2
0
)
0
1
1
0

竹
の
塚
警
察
署(

3
8
5
0
)
0
1
1
0

放置自転車禁止区域

梅 島 駅 周 辺

区
内
各
駅
周
辺
お
お
ひ
ね
3
0
0
m以内

を
自
転
車
の
放
置
禁
止
区
域
に
指
定
し

て
い
ま
す
。
自
転
車
は
経
済
的
で
便
利

な
乗
ひ
物
で
す
が
、
置
き
方
に
よ
っ
て

は
街
の
公
害
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。
通

動
・
通
学
、
買
物
等
で
駅
周
辺
を
利
用

す
る
方
は
、
で
き
る
だ
け
歩
く
よ
う
に

し
て
ぐ
だ
さ
い
。
ま
た
、
自
転
車
を
利

用
す
る
夂
ほ
必
ず
自
転
車
蜃
霎
利

用
し
て
ぐ
だ
さ
い
。
禁
止
区
域
内
の
放

置
自
転
車
は
、
撤
去
し
て
自
転
車
移
送

所
に
保
管
し
て
い
ま
す
。
引
き
取
る
際

に
撤
去
料
と
し
て
2
千
円
を
納
め
て
い

た
だ
さ
ま
す
。
ま
た
撤
去
後
2
ヵ
月
を

過
ぎ
る
と
処
分
し
ま
す
の
で
、
ご
注
意

ぐ
だ
さ
い
。

□
梅
島
駅
の
放
置
自
転
車
撤
去
先

加
平
移
送
所
(
加
平
2
1
1
7
1
1
先
)

□
民
営
駐
車
場

▽
梅
島
第
一
駐
車
場
(
梅
田
8
-
1
4
)

▽
梅
島
第
二
駐
車
場
(
梅
田
7
-
2
9
)

―
い
ず
れ
も
―

(
3
8
8
)
3
2
4
1

問
先
=
自
転
車
係

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹
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福
祉
事
務
所
の
相

談

窓

口

福
祉
事
務
所
に
は
、
福
祉
に
関
す
る

総
合
相
談
窓
口
が
あ
り
ま
す
。

□
生
活
に
お
困
り
の
方

病
気
で
動
け
な
ぐ
な
り
収
入
が
減
っ

た
と
き
な
ど
、
牛
活
費
や
医
療
費
で
お

困
り
の
方
に
、
牛
活
保
護
制
度
が
あ
り

ま
す
。

□
高
齢
者
の
方

在
宅
で
介
護
が
必
要
な
方
へ
の
、
ホ

ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣
や
、
お
お
む
ね
6
5

歳
以
上
の
寝
た
き
り
ま
た
は
ひ
こ
り

暮
ら
し
の
方
へ
の
特
殊
寝
台
や
電
磁
調

理
器
等
、
日
常
生
活
用
具
の
給
付
・
貸

与
等
を
行
い
ま
す
。
寝
た
き
り
等
で
常

に
介
護
を
必
要
と
し
、
同
時
に
在
宅
で

の
生
活
が
困
難
な
万
に
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
入
所
の
相
談
を
行
つ
て
い
ま
す
。

□
身
体
に
障
害
の
あ
る
方

身
体
障
害
者
手
嶬
の
交
付
、
補
装
具
、

更
生
医
療
、
日
常
庄
活
用
具
や
庄
宅
設

備
改
善
費
の
給
付
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

派
遣
な
ど
の
亊
業
や
相
談
を
行
つ
て
い

ま
す
。
聴
覚
障
害
の
万
に
は
、
中
部
福

祉
事
務
所
で
毎
週
木
曜
日

観
日
の
場

合
は
翌
日
)
、午
後
1
時
～
4
時
に
手

話
通
訳
者
が
相
談
を
お
手
卮
い
し
ま
す

。

□
知
的
障
害
の
あ
る
方

愛
の
手
帳
の
交
付

、
知
的
障
害
者

患

の
援
霞
施
般
へ
の
入
所
な
ど
の

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

□
母
子
家
庭
の
方

2
0歳
未
満
の
お
子
さ
ん
の
い
る
母
子

家
庭
の
方
に
、
児
童
の
就
学
資
金
や
就

職
支
度
金
な
ど
の
貸
付
、
母
子
寮
へ
の

入
所
な

と
の
亊
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
指
定
の
国
民
宿
舎
な
ど
を
年
2

泊
、
無
料
ま
か
ほ

低
額
な
料
金
で
提
供

す
る

「
ひ

と
り
親
家
庭
休
養
ホ
ー
ム
」

の
制
度
な
ど
が
あ
り
ま
す

。

□
女
性
の
方

夫
婦
や
男
女
の
問
題
、
深
刻
な
状
況

で
緊
急
に
保
護
を
求
め
る
場
合
な
ど

様
々
な
問
擘
儖

跫

て
困
っ
て
い
る
女

性
を
対
象
に
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。

□
家
庭
内
の
問
題
で
お
困
り
の
方

▽
家
庭
相
談
(

家
庭
相
談
員
)
・・・
家
庭

内
に
お
け
る
問
題
に
つ
い
て

▽
児
童

相
談
(

児
童
福
祉
司
)
・・
手
供
の
養
育

や
障
害
な
ど
の
問
題
に
つ
い
て
日
時

=
毎
週
木
曜
日
、午
前
9
時
～
正
午

□
出
産
費
用
に
お
困
り
の
方

妊
産
婦
の
い
る
家
庭
が
経
済
的
な
理

由
で
出
産
費
用
を
支
払
つ
こ
と
が
困
難

な
場
合
、
無
料
ま
た
は
安
い
費
用
で
入

院
・
出
産
の
で
き
る
「
入
院
助
産
制

度
」
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
病
院
指

定
で
す
。

対
象
=
妊
娠
7
ヵ
月
以
上

の
区
民
で
、
前
年
分
所
得
税
が
1
万
1

千
瞋
円
以
下
の
世
帯

―
い
ず
れ
も
―

問
先
=
各
福
祉
事
務
所
(
表
1
)

表1　 福祉事務所一覧

8
月
下
旬
に
(
障
)
医
療
証
を
お
送
り
し
ま
す

(
障
)
医
療
証
が
、9
月
I
日
で
切
り
替

わ
り
ま
す
。現
在
、(
障
)
医
療
助
成
制
度

を
受
け
て
い
る
万
で
、9
月
1
日
以
降

も
該
当
す
る
万
に
は
、8
月
下
旬
に
新

し
い
医
療
証
を
郵
送
し
ま
す
。9
年
中

の
所
得
が
基
準
を
超
え
た
方
に
は
、
消

滅
通
知
を
送
付
し
ま
す
。9
月
上
旬
に

な
っ
て
も
「
届
か
な
い
」
な
ど
、
不
明

な
点
が
あ
る
と
き
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
先
=
医
療
助
成
係

保
育
園
児
募
集

両
親
が
働
い
て
い
た
り
、
病
気
等
の

理
由
に
よ
り
乳
幼
児
の
保
育
が
で
き
な

い
方
の
た
め
に
、
福
祉
事
務
所
で
は
随

時
保
育
園
入
園
の
相
談
・
申
込
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
年
齢
に
よ

っ
て
は
空
き
の
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

す
。

申
・
問
先
=
福
祉
事
務
所
(
表
1
)

定 例払月
です

・
高
齢
者
福
祉
手
当

・
人
工
肛
門
用
装
具
等
購
入
費
助
成
金

・
難
病
患
者
福
祉
手
当

・
心
身
障
害
者
福
祉
手
当
(
区
制
度
)

□
高
齢
者
福
祉
手
当

8
月
2
7日
す
き
に
4
月
～
7
月
分
手

当
を
振
り
込
み
ま
す
。

□
人
工
肛
門
用
装
具
等
購
入
費
助
成
金

8
月
2
7日
す
き
に
助
虞
金
を
振
り
込

み
ま
す
。
表
2
に
該
当
す
る
方
で
申
請

を
し
て
い
な
い
方
は
、
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

□
心
身
障
害
者
福
祉
手
当
(
区
制
度
)

・
難
病
愚
者
福
祉
手
当

8
月
2
7日
す
ぎ
に
手
当
を
振
り
込
み

ま
す
。
表
3
、
表
4
に
該
当
す
る
方

で
申
請
を
し
て
い
な
い
方
は
、
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

―
い
ず
れ
も
―

申
・
問
先
=
在
宅
福
祉
係
ま
た
は
各
福

祉
事
務
所
(
表
1
)

表2　 人工肛門用装具等購入費助成金

表3　 心身障害者福祉手当

表4　 難病患者福祉手当

ワンポイント
健 康

術

【ウ ォーキング】
健康づくりを実践する手軽な運動として、いつでもどこでもでき
るのがウォーキングです。ウォーキングはエアロビクスや水泳と同
じ有酸素運動として全身の持久力向上や体脂肪の減少に有効な手段
です。気軽な服装と足に合つたシューズを用意して自然の中を気持
ちよく、歩いてみてはいかかですか!

こ んな効果 があ ります

・心臓や肺の機能を高め持久力
がつく
・脂肪を燃焼し、肥満を解消す
る
・全身の筋力アップで、腰痛予
防になる
・脳を剌激し、老化を防ぐ
・血圧の改善やストレスの解消
ができる

こ うする と効 果的で す

・スピードを速くすることより
「じっくり長く」歩きつづけ
ることが大切です
・長続きのコツとして、歩いた
距離や場所を記録しましょう。
次の目標への向上心が持てま
す

理想的 な フ ォー ムとは

・あごを引いて、やや、遠くを
見ます。背筋は伸ばして腹部
を引き締めます
・軽くひじを曲げて大きく腕を
振り、足はかかとから着地し
ます。そして、歩幅は少し広
めにします

忘れてはいけない! < つ選び

甲やかかとに圧迫感がなく、
指先が動かせる程度にすき間
ができるもので、つま先が窮
屈にならず土踏まずに違和感
が無いいものを選びましょう。 《体育 課 》

お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な
方
の
た
め
に

区
役
所
無
料
送
迎
車
を
運
行
し
ま
す

高
齢
者
や
体
の
不
自
由
な
方
、
傷
病

者
、
妊
婦
等
と
そ
の
介
護
者
を
対
象
に

区
役
所
来
庁
用
と
し
て
、
綾
瀬
・
五
反

野
・
西
新
井
・
梅
島
の
各
駅
周
辺
が
ら

無
料
の
送
迎
車
(
車
イ
ス
2
台
と
一
般

席
7
人
ま
で
乗
車
で
き
ま
す
)
を
連
行

し
て
い
ま
す
。
運
行
日
は
、
土
・
日
・

休
日
等
を
除
く
毎
日
で
、
運
行
時
刻
お

よ
び
停
留
所
は
左
図
の
と
お
り
で
す
。

問
先
=
庁
舎
管
理
課

送
迎
車
時
刻
表

ルート: 綾瀬→五反野→区役所→西新井→梅島→区役所→綾瀬
※時間は、道路事情により前後します

綾瀬駅前 五反野駅前

西新井駅前 梅島駅前
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4 ・5 面 は

親 子 で お 読

み く だ さ い

夏 休 み

子 ど も 特 集 キミたちは
児 童 館

や
図 書 館

を知っているか! ?

じどうかん

じどうかんは
あ そ び の 発 信 基 地

〝ここにくれば仲間がいる〟

〝一緒に遊ぶことができる
〟

もちろ ん 〝ひとりでも遊べる 〟

こ～んな遊びができる
こ ～んな遊びもあったっけ

☆ ポ ー ル・マ ット ・プt ツ ク・ゲ ー ム・ベ ー ゴ マ

瓷S ケ ン ・ 瞳j ゛-り ・ ス ポ ー ツ 大 会

☆ 児 童 本 ・ マ ン ガ ・ 貸 し 出 し や お 話 し 会

☆ 鹹i l こ う えA, ・眇 而 令 ・コ ン サ ー ト

●』1'一一 い ●●・ ● -・● こ ・・眤5・こ● 5 ・!瓷 ク ラ ブ ・ 釐 宰( 卓 球 、 太 前 、 一 輪 車 料　

理 、 手 話 な ど)

心 中 学 生 タ イ ム も や っ て い る よ

☆ 湎i と お し ゃ べ り し た り 、 つ ど い の11

☆ 自1 】た ち で つ く る 行 事

みんなの工夫しだいで、
ほかにもいろいろな遊
びや発見があるはず

▼ 7 月12 日 、 お ば け や し き(

本 木 関 原 児 童 館)

▲ 7 月11日、わんぱ< 王国ウォ
ーターパラダイス(中部児童館)

7
月
4
日
、七
夕
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
(
東

伊
興
児
童
館
)

( 開いている時間) 　午前9時～午後5時

〈お休みの日〉日曜日・館内整理日

★じるしの児 童館は、月曜日もお休み

● 児 童 館　 夏 休 み( 8 月) の 主 な 行 事

※ く わ し く は 各 児 童館 に お 問い 合 わせ く だ さ い　 ※ 幼 児 は 必 ず 、保 護 者 同 伴 で参 加し て く ださ い

児童館 こども・子育て相談
遊びや仲間づくり、裏庭での育

児など、困ったときは気軽にご相
談ください。集いの介[乢 工作、
ゲーム指導の相談などもお受けし
ています。

〈相談日〉

火～土曜u、午前9時J F唆5時

く実 感 児 童 館)

内f l恥 恥|周 児 靦 譱l f ・ 疊侶。' 1- 1114

中 郎 児 画i l n:咎 人 齠f i 僵憂畑- ・1661

西 部 児 童 狸i き 人 館- 50L6

刊 土 児 童 館 老 人03882- 27c

としょかん

図書館に叺 弘ヽ ろヽな本が糾 ますO楽しい絵本やお話

し栖本、図監や辞典、サッカー・お料理・手芸・バリコこ、

などスポーツや趣味栖本、たくさん栖本たちがみんなと出

会う燬 首t 長くして待っています、きみも早く本と友達

になってくだれ 、ヽ

▼ 梅島小学校4 年の高山くん、
川崎くん、大谷くんは、サッカ
ー・野球大好き少年

図 書 館 利 用 術

☆気 に入 った本 は家で ゆっくり 読む … はじ めて借り ると きは 、

登録し て貸出カ ードを もらお う

U・いう・fん●●丶 しら ご14 え たt
☆自由 研究 や調 べもの 、困っ たら本 が助け てく れる… ど んな　

本 が助 けになる か教え てく れるの か、エプ ロン をつ けた図　1
いかえ りと14 元4なりi :ぐ書館の人。本の案内人で～す

j ; l ん か?
、・t LJ 宀☆ 読みた い本や 課意図 書が見 つから ないとき … あ きら めない　

としいか&「jと45 だん かしだしら●う より《で 、図 書館の人 に相 談しよう 。貸 出中な ら予約 ができ る

※ 図書館では、きみと本がなかよくな
れるように、いろいろな旨i をしてい

り「S ・・ 」L・・Iい丶・l ・' i pるよ。「お 話し 会亅「映画 会」、毎 月変
わる「持乗コーナー」や新しい本だけ
驫7 ● Arを集めたコーナー。ぜひ、来て見て体

験してほしいな

● 区立図書館一覧および臨時休館日( 8～12月)

開 い て い る 時 間
碌9 ‰r じ 叭 謚; I 憚 胄 器 江 謡

1' 14, ・I I 』¥● I I , i ' ・・・。` I ・f J I ・' ゛匸‘ ツkJ %冫なrまで) /廠必・・干既9恥。午後5眄

お 休 み の 日

( i )絹 紬蝕( ≠ Wi 彌 和 紗 郎 卜 頌J , ・) Fh
矜 ふ夢; ; ; 呼9 仞 ● 9( 甕3 日曜日枦 り傾 り ヽ

第衍 鼈日ヽ祝日 。墮りと休館日が燔g' 心 きl a次の日t 休み) , / 2
臧… e冫2× 3と月曜日

▲ お話し会

訪

問

中
川
処
理
場

□
下
水
を
川
や
海
へ
か
え
す
た

め
に処

理
場
で
は
、区
夜
を
冏
わ

す
家
庭
や
工
場
か
ら
流
れ
込
む

汚
水
を
き
れ
い
に
し
て
川
や
海

へ
か
え
し
て
い
ま
す
。東
京
2
3

区
に
は
1
2
の
机
泪
蕩
か
あ
り
、

中
川
処
理
場
は
そ
の
う
ち
の
一

つ
。足
立
区
り
t
(
半
と
葛
飾
区

の

一
部
の
下
水
を
処
理
し
て
い

ま

す
。

□
最
先
端
の
高
度
処
理
を
し
て
い
ま
す

中
川
処
理
場
は
ぼ
部
で
唯
一
の
分
流

式
の
処
理
場
で
す
。分
流
式
と
は
雨
水

と
汚
水
を
別
々
の
下
水
道
譱
に
集
め
、

雨
水
は
直
接
川
へ
、汚
水
は
処
理
場
で

処
琿
T
冥
話
で
す
。雨
夸
拘
水
を

同
じ
下
恣
堰
眥
に
集
め
て
肌
理
す
る
自

流
式
に
く
ら
べ
、汚
水
に
雨
水
か
混
ざ

負
`
い
の
で
、大
雨
の
時
叭
処
理
す
る

慧
を
一
定
に
保
て
ま
す
。

吏
气
下
枩
冥
れ
い
に
す
る
の
は

徹
生
物
の
役
目
。似
生
物
が
汚
れ
黔
鳶

べ
た
り

、
小
さ

な
汚
れ
を
体
に
け
跨
し

て
况
な

左

で

、
水
を
き

れ
い
G
1
ま

す
。
竰

り
に

、
中
川
処
理
場
で
は
a

度

処
理
鷽
吋
い

、
啝
亰
湾
の
赤
局
発
生
源

で
菷
S

稟

や
リ
ン
夲
収
ひ

除
い
て
い

ホ
ヂ

。

□
処
理
旆
設
の
上
部
は
公
園
に

処
理
呀
設
上

部
は

、
才
望

ぶ
場
や
遊

具
の
萼

句
公
園
と
し
て
皆
さ
ん
の
忍
い

の
場
所
と

な
っ
て
い
末
男

ま
た

、
こ

の
公
恩

夫

地
食
時
の
避
難
場
所
に
も

指
定
ぢ
れ
て
い
樂
冢

□
皆
さ
ん
へ
の
お
願
い

卜
水
処
理
の
主
役
は
徴
生
初
の

た
め
、冢
啀
か
う
9
墮
で
も
油
を

愿
ご
れ
る
と
、大
癶
な
ダ
メ
ー
ジ

を
受
け
ま
す
。
フ
ラ
イ
パ
ン
の
油

は
紙
で
拭
瘴
殿
う
て
捨
y
あ
な
ど
、

下
水
に
直
接
油
岑
漑
さ
な
い
ぷ
つ

に
お
顛
い
l
s
す
。

問
先
-
中
川
処
理
場
吊
川
-
a
　
　

昔
(
3
6

～
)
2
8
1
2

▲ 放流ポンプ室

▲ 水質検査

学

校
ア

ル

バ

ム

鹿 浜 第一 小 学 校
谷在家2- 24- 1

【
教
育
目
標
】

人
間
尊
堕
の
哨
神
を
基
調
と
し
て
公

く
国
際
化
・
情
報
化
・
少
了
叱
な
ど
の

時
代
の
変
化
に
的
確
に
対
心
で
亨
?
へ

問
形
成
を
ほ
指
す
。
そ
の
た
め
、
現
在

の
教
育
頡
翠
や
家
庭
・
地
域
籵
套
お
よ

ぴ
'
m

の

又
孥
そ
ふ
枩
ぺ

生
啀
に

わ
な

忿

画

の
築
哢

写

男
た

め
、
次

の
叡
介
卜
嚀
'
翫

返

す
る
。

①

よ
く
考
昂

龕

ん
で

や
り
ぬ
ぐ
子

②

明
る
く
強
く
た
く
ま
し
い
子

③

忝

低

祚

よ
く
助
仗

号

子

【
沿
革
】

マ
昭
和
匍
年
丿
月

鹿
浜
小
字
校
分
校

と
し
て
既
浜
小
学
校
内
で

続
葉

問
始

〉
昭
和
4
0
年
冫
月

新
稜
舎
へ
移
転
　

〉
昭
和
り
年
4
月

麌
勁
1

小
幸
り

と
し
て
沺
立

▽
昭
和
4
7年
4
月

上

沼
Ⅲ
小
学
校
分
嚶
闃
咬

▽
昭
和
5
1年
1

月

心
詢
「
な
か
み
レ
」
学
級
開
設

〉
昭
和
5
7祗
4
月

皿
沼
小
学
校
分
曜

開
校

▽
暝
成
7
年
埒

創
皀
3
0周

年
記
倉

〉
粢
晩
川
年
ふ
月
恚
現
包

卒
業
化
訟
y
F

卵
人

〉
ず
収
1
0鄒
6

月
現
尾
1
9
学
級
、
旧
債
歡
5
2
3
人

【
矢
野
澄
夫
校
長
先
生
か
ら
】

楽
し
い
こ
と
″ゑ
ぶ
、
既
耽
の
酉
び

を
感
卮

、
新
し
い
咎
戮
あ
る
。
そ

ん
な
賤

学
校
に
は
歓
声
か
あ
か
る
。

弾
ん
だ
ぷ
で
い
っ
ぱ
い
の
学
稜
を
、
P
T

Λ
・
地
域
の
刀
々
の
啗
力
の
も
と
、

全
峩
酬
屶

で
目
揃
し
里
颱

第八中学校
江北7- 17- 11

【
教
育
目
標
】

膂
産
、
教
介
哂
本
法
に
示
鳶
れ

た
教

の
口
磔
皆
乕

ヂ

る
た
め
に
、
都
お

よ
び
区
教
町

委
祕
公
の
教
育
は
襟
を
尽

調
に
、
心
身
A
J
*
>に
健
康
刄

国
際
社

会
に
お
い
て

傴
頼
盆

霰

の
曝

れ

る

日
本
人
の

育
成
を
目
指
す
黔
と

も
に
、

生
哇
に
を

名

学
習
の
基
護
莟

劭
う
叡

弯
を
嗽
艇
し

、
次
の
目
標
念

浜

名

。

出

貝
理
と

比
蔘
i
S

、
公
共
心
を

高
め
、
人
格
9

麗

を
目
指
す

②

勁
労
淅
貞
任
夲
壘
ん
じ
、
自
主
性
。

叫
が

な
公
四民
の
啓
培
に
つ
と
め
る

③

礼
曜
を
嗷
ん

じ
、
規
凹
正
し
い
、

心
身
と
も
に
継
康
な
ぷ
民
の
町
成
を

嗣
す
る

【
沿
革
】

ツ
昭
和
2
2
年
丿
月

第
八
巾
学
呎
剛
立

・
旧
江
北
酉

年
学
佼
内

〉
昭
和
2
8
印
4

月

江
南
巾
学
皎
分
離
間
稜

ミ
旧

和
3
1
年
4
月

心
瞬
学
級
聞
殿

マ
昭

和
4
1
印
4
月

咥
翦
中
学
呀
分
雛
閧
校

▽
平
成
9

年
H
月

創
ウ
5
0円
年
記
念

▽
平
成
1
0
年
3
月
末
現
在

卒
業
生
総

数
1

万
1
千

粐
人

▽
平
碇
1
0年
6

月

現
在
1
1

学
級
、
生
徒
数
字
へ

【
大
兼
茂
子
校
長
先
生
か
ら
】

創
ワ
盲

時
は
川
闘
啻

采
の
佗
に
囲
ま

れ
、
の
ど
ふ

な
Ⅲ
圃
凧
褫
で
レ

尽

現

在
は
桜
の
大
木
か
校
庭
を
囲
み
5
0
周
年

の
歳
月
夲
物

冶
う
て
い
嫐
歹
。

生
徒
は
、
叫
朗
活
鼕
で

江
北
地
区
の

伝
統
啄
と
し
て
、
地
城
宍

々
の

支
援

を
受

け
皿
辰

璢
匕
中
7
孝

。
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く
ら
し
の
情
報

国

保

葬
祭
費
を
支
給
し
ま
す

対
象
=
国
民
健
康
保
険
加
入
者
が
死
亡

し
、
そ
の
葬
儀
を
行
っ
た
方

※
交
通

事
故
・
傷
害
な
ど
の
第
三
者
行
為
や
公

害
病
な
ど
が
死
亡
原
因
の
場
合
は
、
原

則
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
せ
ん

支
給
額
=

表
I

申
込
=
国
民
健
康
保
険
証
、

葬
儀
の
領
収
書
(
コ
ピ
ー
は
不
可
。
葬

儀
代
金
、
葬
儀
一
式
の
表
示
が
な
い
領

収
書
の
場
合
は
請
求
書
も
必
要
)
、
葬

儀
を
し
た
方
の
印
鑑
を
恩
口
に
持
参

期
限
=
葬
儀
を
し
た
日
の
翌
日
か
ら
2

年
間

申
・
問
先
=
保
険
給
付
係

表1　 葬祭費支給額

年

金

国
民
年
金
推
進
員
が

夜
間
・
休
日
も
訪
問
し
ま
す

《
毎
日
が
年
金
相
談
日
》

国
民
年
金
に
つ
い
て
ご
理
解
い
た
だ

く
た
め
、
加
入
者
宅
に
直
接
お
伺
い
し
、

保
険
料
収
納
や
加
入
喪
失
届
の
受
付
・

相
談
な
ど
を
行
い
ま
す
。
昼
間
留
守
の

方
に
は
夜
間
(
午
後
1
時
ま
で
)
や
土

曜
、
日
曜
、
祝
日
に
も
訪
問
し
て
い
ま

す
。
な
お
、
推
進
員
は
身
分
証
明
書
を

携
帯
し
て
い
ま
す
。

問
先
=
推
進
係

老
齢
福
祉
年
金
、
障
害
基
礎
年
金

な
ど
を
受
け
て
い
る
方
へ

老
齢
福
祉
年
金
や
障
害
基
礎
年
金
な

ど
の
受
給
者
が
、
新
た
に
他
の
年
金

厚
生
年
金
や
恩
給
な
ど
)
を
受
け
る
と
、

現
在
受
給
中
の
年
金
に
支
払
額
の
調
整

な
ど
が
あ
り
ま
す

。
他
の
年
金
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
は
必
ず
届

け
出
を
し
て
ぐ
だ
さ
い
。
届
け
出
が
遅

れ
、
調
整
を
せ
す
に
2
つ
の
年
金
を
受

け
た
場
合
は
、
後
日
返
還
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

問
先
=
給
付
係

障
害
基
礎
年
金
の

「
現
況
届
」
は

お
済
み
で
す
か
?

受
給
者
に
は
「
受
給
権
者
現
況
届
」

の
(
ガ
キ
を
既
に
送
り
ま
し
た
。
こ
れ

を
国
民
年
金
課
に
未
提
出
の
方
は
至
急
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
が
遅
れ
る

と
1
0月
支
払
の
年
金
受
給
が
一
時
で
き

な
ぐ
な
り
ま
す
。
な
お
、
受
給
者
本
人

の
所
得
制
限
額
が
8
月
か
ら
改
正
さ
れ

ま
し
た
(
表
2
)
。

問
先
=
給
付
係

表2　受給者本人の所得制限額

生

活

環

境

7
0歳
以
上
の
方
へ
生
き
が
い
奨
励
金
を
支
給

高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
学
習
活
動
や
社

会
参
加
を
お
手
伝
い
す
る
た
め
、
「生

き
か
い
奨
励
金
」を
支
給
し
て
い
ま
ず
。

支
給
予
定
日
=
1
1
月
2
日
対
象
=
8

月
1
日
現
在
、区
内
居
住
で
7
0
歳
以
上

の
万
(
年
齢
は
平
成
1
1
年
3
月
3
1
日
現

在
)
支
給
金
額
=
7
0
歳
～
7
4
歳
・
・
・
5

千
円
/
7
5歳
以
与
・
7
千
円

申
込
=

今
年
新
た
に
対
象
に
な
っ
た
方
…
支
給

申
出
書
(
8
月
下
旬
に
用
紙
を
郵
送
)

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
返
送
/
今

ま
で
に
申
出
書
を
提
出
さ
れ
た
方
・
:手

続
き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

申
・
問

先
=
生
涯
教
育
推
進
課
計
画
係

事
業
系
し
尿
等
が
有
料
に
な
り
ま
し
た

事
業
者
処
理
責
任
の
考
え
に
基
つ
き
、7

月
1
日
か
ら
有
料
に
な
り
ま
し
た

。

□
有
料
と
な
っ
た
し
尿

▽
事
業
活
動
に
伴
っ
て
排
出
さ
れ
る
仮

設
便
所
の
し
尿

※
主
と
し
て
題
設
工

事
現
場
や
イ
ベ
ン
ト
会
場
等
の
も
の

▽
事
業
活
動
に
伴
っ
て
排
出
さ
れ
る
し

尿
混
じ
り
の
ビ
ル
ピ
ッ
ト
汚
泥

※
主

と
し
て
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
や
ホ
テ
ル
等
の

建
築
物
の
排
水
槽
か
ら
排
出
さ
れ
る
清

掃
汚
泥
で
。
し
尿
が
混
入
し
た
も
の
(

専
ら
居
住
用
と
し
て
使
用
す
る
ビ
ル

か
ら
排
出
さ
れ
る
場
合
は
無
料
)

□
手
数
料
額

▽
「仮
設
便
所
の
し
尿
」
の
処
理
…
1

色
に
つ
き
4
4円
5
0銭
(
原
則
と
し
て
上

記
料
金
を
上
限
と
し
た
民
間
許
可
某
者

に
よ
る
収
集
に
な
り
ま
し
た
)

▽

「
仮
設
便
所
の
し
尿
」
お
よ
び
「
し
尿

混
じ
り
の
ビ
ル
ピ
ッ
ト
汚
泥
」
の
持
込

・・・
1
皀
ま
た
は
1
㎏
に
つ
き
8
円
5
0銭

問
先
=
足
立
東
清
掃
事
務
所
(
国
道
4

号
操
東
側
お
よ
び
千
住
地
区
)

(
3
8
8
9
)
0
7
1
1

足
立
西
清
掃
事
務
所
(
東
清
掃
事
務
所

以
外
)
　
　
(
3
8
5
3
)
2
1
4
1

清
掃
局
作
業
部
管
理
課

(
5
3
2
0
)
5
7
6
1

区
・
企
画
部
移
管
準
備
相
当

フ
ロ
ン
の
回
収
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

冷
蔵
庫
、
エ
ア
コ
ン
、
カ
ー
エ
ア
コ

ン
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
る
フ
ロ
ン
は
、

そ
の
ま
ま
大
気
に
放
出
す
る
と
オ
ゾ
ン

層
を
破
壊
し
。
そ
の
結
果
、
有
害
紫
外

線
が
増
え
、
皮
膚
ガ
ン
や
そ
の
他
い
ろ

い
う
な
被
害
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

冷
蔵
庫
や
エ
ア
コ
ン
を
廃
棄
す
る
際

は
、
次
の
方
法
で
処
分
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

□
廃
家
電
適
正
処
理
協
力
店
の
シ
ー
ル

の
あ
る
家
電
販
売
店
に
相
談

□
都
・
清
掃
局
に
家
庭
の
粗
大
ご
み
と

し
て
排
出
(
フ
ロ
ン
回
収
は
冷
蔵
庫
の

み
)

申
・
問
先
=
粗
大
ご
み
受
付
セ

ン
タ
ー
　
(
5
2
9
6
)
7
0
0
0

□
フ
ロ
ン
回
収
で
き
る
廃
棄
物
処
理
業

者
に
申
し
込
み
の
う
え
依
頼

▽
エ
ア
コ
ン
・
冷
蔵
庫

都
清
掃
㈱

(
3
6
0
6
)
0
1
3
5

東
栄
興
業
㈱

(
3
8
9
7
)
8
6
0
6

産
業
廃
棄
物
処
理
セ
ン
タ
ー
㈱

(
3
8
5
7
)
0
2
3
6

▽
冷
蔵
庫
の
み

㈱
束
京
ク
リ
ア
セ
ン
タ
ー
足
立
支
社

(
3
8
8
5
)
8
6
2
0

ま
た
、
自
動
車
を
廃
棄
す
る
と
き
は
、

自
動
車
販
売
店
な
ど
引
き
取
ひ
先
に
必

ず
フ
ロ
ン
回
収
を
し
て
か
ら
処
分
す
る

よ
う
庄
又
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

な
お
、
廃
棄
物
処
理
・
フ
ロ
ン
回
収
(

一
部
を
除
く
)
は
、
と
も
に
有
料
で

す
。

問
先
=
環
境
課
調
整
係

教
育
研
究
所
の
就
学
相
談

来
年
4
月
に
小
学
校
へ
入
学
す
る
、

心
身
に
障
害
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
お
子

さ
ん
の
就
学
相
談
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

教
育
の
場
を
ど
こ
に
求
め
た
ら
よ
い

か
な
ど
に
つ
い
て
、
専
門
の
相
談
員
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
=
毎
週
月

曜
日
～
金
曜
日
(
祝
日
を
除
く
)
、

午
前
9
時
～
午
後
5
時

申
込
=
電

話

場
・
申
・
問
先
=
教
育
研
究
所

就
学
相
談
担
当(

3
8
5
9
)
9
5
3
1

6
・
7
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
か
な
い
も
の

は
区
役
所
代
表
へ
　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

凡例

申
込
・・・申
し
込
み
方
法

期
限
・
:申
し
込
み
期
限

場
・
申
・
問
先
…
会
場
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

ご
利
用
く
だ
さ
い

中
小
企
業
融
資

中
小
企
業
経
営
者
の
皆
さ
ん
に
、

低
利
率
で
の
融
資
あ
っ
せ
ん
、
信
用

保
証
料
の
区
負
担
等
、
必
要
な
資
金

を
有
利
な
条
件
で
利
用
で
き
る
各
種
融

資
を
実
施
し
て
い
ま
す
(
表
3
)
。

問
先
=
産
業
振
興
課
融
資
係

表3　各種融資一覧

◎ 返済方法は元金均等割賦返済です
○ このほか、大型店対策資金、活性化資金、開業資金( 運転・設備) があります

貸
出
中
　
ビ
デ
オ
広
報
〝ル
ツ
ク
イ
ン
あ
だ
ち〟

「
荒
川
～
い
ま
・
む
か
し
～
」

ビ
デ
オ
で
ま
ち
の
話
題
や
で
き
事
を

紹
介
す
る
ル
ッ
ク
イ
ン
あ
だ
ち
。
今
回

は
足
立
区
か
流
れ
る
荒
川
の
特
集
で
す
。

ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

貸
出
場
所
=

区
政
情
報
室
、
各
図
書
館
(
4
面
の

表
を
参
照
)
問
先
=
広
報
課
映
像
担
当

掲
示
板

□
高
校
生
留
学
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募

集
受
入
期
間
=
平
成
1
1
年
3
月
か
ら

約
1
年
間
対
象
=
都
内
在
住
の
2
人

以
上
の
家
族
※
個
室
有
無
、語
学
力

等
は
不
問
。生
活
費
(
主
に
食
費
)
の

負
担
有
り
内
容
=
都
の
姉
妹
友
好
都

市
(
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
、パ
リ
市
、ニ

ユ
ー
・
サ
ウ
ス
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
州
、ジ

ャ
カ
ル
タ
市
、サ
ン
パ
ウ
ロ
州
)
の
高

校
生
受
け
入
れ
申
込
=
電
話
期
限

=
1
1
月
3
0
日
申
・
問
先
=
剛
東
京
国

際
交
流
財
団
国
際
交
流
課

(
5
2
2
1
)
9
0
2
9

□
「
ふ
み
の
日
」
手
紙
コ
ン
ク
ー
ル

▽
(
ガ
キ
作
文…
対
象
=
小
学
生

内

容
=
和
文
、
テ
ー
マ
自
由

▽
絵
手
紙

・・・対
象
=
制
限
な
し

内
容
=
テ
ー
マ

自
由
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添
え
る

―
―
い
ず
れ
も
―
―

申
込
=
官
製
(
ガ
キ
ま
た
は
こ
れ
と
同

等
の
も
の
を
使
用
し
、
郵
便
局
に
あ
る

応
募
票
を
は
り
付
け
、
最
寄
り
の
郵
便

局
に
提
出

期
限
=
9
月
1
0日

申
・

問
先
=
最
寄
り
の
郵
便
局

□
舎
人
公
園
に
ジ
ャ
ブ
ジ
ャ
ブ
池
「
浮

球
の
池
」
オ
ー
プ
ン

期
間
=
8
月
3
1

日
ま
で
の
午
前
1
0時
～
午
後
4
時

※
シ
ャ
ワ
ー
、
ベ
ン
チ
は
設
置
予
定

対
象
=
小
学
生
以
下

※
幼
児
は
保
護

者
付
き
添
い

。
オ
ム
ツ
の
ま
ま
で
は
入

れ
ま
せ
ん

問
先
=

舎
人
公
園
管
理
所

(
3
8
5
7
)
2
3
0
8

□
公
開
講
座

▽
ワ
ー
プ
ロ
初
級
・
中

級
・・・
期
間
=
8

月
2
6
日
～
2
9
日
・
9
月
5

日

期
限
=
8

月
1
5日
必
着

▽
初

心
者
テ
ニ
ス
…
期
間
=
8

月
2
4日
～
2
9

日
(
5
日
間
)

期
限
=
8

月
1
2日
必
着

―
―
い
ず
れ
も
―
―

定
員
=
各
2
0
人

申
込
=

往
復
(
ガ
キ

に
講
座
名
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

を
明
記

場
・
申
・
問
先
=

足
立
工
業

高
校

〒
1
2
3・
0
8
4
1

西
新
井
4

―
3
0

―
l
　
(
3
8
9
9
)
1
1
9
6

□
初
心
者
囲
碁
教
室

日
時
目
8
月
2
4

日
1
2
7
日
の
午
後

定
員
=
2
0
人

費

用
=

無
料

申
込
=

往
復
(
ガ
キ
に
講

座
名
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
囲

碁
経
験
の
有
無
を
明
記

期
限
=
8

月
1
7

日
必
着

塲
・
申
・
問
先
=

青
井
高

校

〒
1
2
0・
0
0
1
2

青
井
1

―
7

―
3
5
　
(
3
8
4
8
)
2
7
8
1

□
夏
休
み
の
宿
題
・
親
子
教
室

日
時
=
8

月
2
2日
・
2
7日

、
午
前
中

対
象
=

小
学
4
年
生
～
6

年
生
と
保
護
者

内
容
=

「
理
科
実
験
」
ま
た
は

「
美
術

工
作

」

定
員
=

各
2
0組

、4
0人
(

先

着
順
)

費
用
=

無
料

※
上
履
き
持

参

申
込
=

直
接
窓
口
(
日
中
)

場
・

申
・
問
先
=
潤
徳
女
子
中
学
校
事
務
局

(
3
8
8
1
)
7
1
6
1

フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
関
す
る
こ
と

は
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
へ

=
出
店
者
募
集
=

▽
8
月
2
3
日
咄
、午
前
9
時
～
午
後
3

時

※
雨
天
の
場
合
は
韶
日
㈲
/
谷
在

冢
公
園
/
1
0
0区画
/
出
店
料
千
円
/
往

復
(
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
明
記
(
8
月
1
8日
必
着
)
/
〒
1
2
3
・
8
7
9
9

足
立
西
郵
便
局
留

阿
久

津
　
　
　
(
5
8
3
8
)
7
6
5
4

▽
8
月
3
0
日
S
、午
前
9
時
～
午
後
3

時

※
雨
天
中
止
/
旧
区
役
所
千
住
庁

舎
跡
地
/
7
0区
画
/
出
店
料
千
円
/
高

橋
　
　
　
(
3
8
4
0
)
2
1
9
0

《区内中小企業支援啓発標語》 足立区で　買おう　 食べよう　 頼もう
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住
居
表
示
実
施
案
を
公
示
し
ま
す

区
で
は
、
便
利
で
わ
か
り
や
す
い
ま

ち
を
つ
く
る
た
め
に
、
住
居
表
示
を
進

め
て
い
ま
す
。

1
1年
7
月
に
住
居
表
示
を
実
施
す
る

予
定
の
区
域
に
つ
い
て
公
示
し
ま
す
。

な
お
、
公
示
さ
れ
た
案
に
異
議
が
あ

る
と
き
は
、
公
示
期
間
内
に
、
そ
の
案

に
対
す
る
変
更
請
求
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。公
示
期
間
=
8
月
1
0
日
～

9
月
9
日

場
所
=
区
役
所
庁
舎
前
掲

示
場
、
写
し
を
住
居
表
示
担
当
お
よ
ぴ

伊
興
区
民
事
務
所

対
象
区
域
=
伊
興

町
前
沼
、
東
伊
興
町
の
一
部
、
伊
興
町

白
幡
の
一
部
、
竹
塚
町
、
伊
興
町
狭
間

の
一
部
、
伊
興
町
谷
下

問
先
=
住
居

表
示
担
当

<対象区域および新町名>

水
洗
化
が
可
能
に

な
り
ま
し
た

表
4
の
地
域
の
水
洗
化
か
可
能
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
地
域
に
お
住
ま
い
の

方
は
、3
年
以
内
に
水
洗
化
工
事
を
し

て
ぐ
だ
さ
い
。

問
先
=
下
水
道
局
北

部
第
一
管
理
事
務
所
業
務
課

(
5
6
9
7
)
2
4
5
1

▽
水
洗
化
工
事
の
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

が
あ
り
ま
す
。

問
先
=
計
画
調
整
課

助
成
係

表4　 水洗化可能地域

催
し

物
ガ
イ
ド

水
上
バ
ス
の
旅

あ
だ
ち
リ
バ
ー

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

日
時
=
9
月
1
8
日
劒
、午
前
1
0
時
～
午

後
1
時
(
予
定
)
コ
ー
ス
=
千
住
曙

町
船
着
場～
吾
妻
橋～
勝
ち
ど
き
橋～

レ
イ
ン
ボ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
～
東
亰
港
～
有

明
(
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
見
学
)
～
東

亰
港
～
勝
ち
ど
き
橋
～
千
住
曙
町
船
着

場
(
水
上
バ
ス
利
用
、
隅
田
川
往
復
コ

ー
ス
)

対
象
=
観
光
協
会
会
員
と
家

族
お
よ
び
区
内
在
住
の
方

定
員
=
Ⅲ

人
程
度
(
抽
選
)

費
用
=
▽
観
光
協

会
会
員
・・・
3
千
円
/

会
員
家
族
…
3

千
5
0
0

円
/

一
般
・・・
4
千
円
(

い
ず
れ
も
昼

食
付
、
当
日
現
地
で
支
払
い
)

申
込
=

往
復
(

ガ
キ
に
希
望
者
全
員
の
氏
名
、

年
齢
、
住
所
、
電
話
番
号
、
会
員
・
会

員
家
族
・
一
般
の
別

、
「9
月
リ
バ
ー

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
希
望
」
と
明
記

※
1

枚
で
3

人
ま
で
可

。
返
信
(
ガ
キ
の
表

に
代
表
者
の
住
所

、
氏
名
を
必
ず
記
入

。

重
複
申
し
込
み
は
無
効

期
限
=
8

月
2
4

日
消
印
有
効

申
・
問
先
=

観
光
協

会
リ
バ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
担
当
(

産
業

振
興
課
内
)

〒
図
・
8
5
1
0

中

央
本
町
1
-
1
7
-
1

あ
だ
ち
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
'
9
8

出
演
団
体
募
集

世
代
を
超
え
な
吹
奏
楽
の
祭
典
に
参

加
す
る
団
体
を
募
集
し
ま
す
。
日
程

=
1
1
月
2
2
日
面
場
所
=
西
新
井
文
化

ホ
ー
ル

対
象
=
区
内
高
等
学
校
、
一

般
吹
奏
楽
団
体

※
合
同
バ
ン
ド
で
の

参
加
大
歓
迎

内
容
=
曲
目
自
由

費

用
=
無
料

申
込
=
電
話

期
限
=
9

月
1
6日

申
・
問
先
=
実
行
委
員
会
事

務
局
(
文
化
振
興
係
内
)

合
唱
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

・
組
曲
「
わ
が
街
に
」

参
加
者
募
集

区
内
で
活
躍
す
る
合
唱
グ
ル
ー
プ
の

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
ま
せん
か
。

日
程
=
1
1月
1
日
㈲

場
所
=
西
新
井

文
化
ホ
ー
ル

申
込
=
電
話

申
・
問

先
=
文
化
振
興
係

平
和
関
連
資
料

の
展
示

平
和
の
尊
さ
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
、

各
種
平
和
関
連
資
料
の
展
示
を
行
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
覧
ぐ
だ
さ
い
。

□
学
童
集
団
疎
開
資
料
展
―
公
文
書
・

新
聞
・
写
真
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ―

学
童
疎
開
に
関
す
る
公
文
書
・
新
聞

記
事
・
写
真
等
を
展
示
し
て
、
い
ろ
い

ろ
な
立
場
か
ら
の
思
い
や
願
い
、
悲
し

み
や
苦
し
み
を
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て

送
り
ま
す
。日
時
=
8
月
1
9
日
～
2
3

日
、
午
前
1
0時
～
午
後
5
時

場
所
=

千
寿
第
四
小
学
校
、
教
育
研
究
所
教
育

史
料
室

問
先
=
教
育
研
究
所
教
育
史

料
室
　
(
3
8
8
8
)
1
3
5
3

□
パ
ネ
ル
展

▽
東
亰
大
空
襲
パ
ネ
ル
展
…
日
程
=
8

月
1
3
日
～
2
1
日
▽
広
島
長
崎
原
爆
パ

ネ
ル
展
…
日
程
=
8
月
1
7日
～
2
1日

―
―
い
ず
れ
も
―
―

時
間
=
午
前
8
時
3
0
分
～
午
後
1
0
時

※
囚
日
は
午
後
5
時
ま
で

内
容
=
記

録
写
真
の
展
示

場
所
=
区
役
所
I
階

ロ
ビ
ー

問
先
=
総
務
課

□
郷
土
博
物
館
映
画
上
映
会

日
時
=
8
月
1
3日
～
1
5日
、
午
前
1
0時

～
午
後
3
時

内
容
=
「
映
像
で
見
る

戦
前
戦
後
の
日
本
」

場
・
問
先
=
郷

土
博
物
館

(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

□
平
和
関
連
図
書
特
設
コ
ー
ナ
ー

日
程
=
8
月
1
日
～
3
1日

内
容
=
戦

争
・
平
和
関
連
図
書
を
展
示
・
貸
し
出

し
、
映
画
上
映

場
・
問
先
=
各
図
書

館
(
4
面
の
表
を
参
照
)

都
民
ゴ
ル
フ
場
の
開
放

参
加
者
募
集

今
年
も
低
料
金

で
閧
放
レ
ま
す
。(
1

ラ
ウ
ン
ド
セ

ル
フ
カ
ー
ド
プ
レ

ー
)

日
程
=
1
0

月
1
7日
出

場
所
=

都
民
ゴ
ル
フ
場

(
新
田
一
丁
目
荒
川
河
川
敷
)
※

1
8
ホ
ー
ル
、パ
ー
6
3
対
象
=
区
内
在

住
・
在
動
の
方
定
員
=
圀
人
(
抽
選
)

費
用
=
7
千
沺
円
※
当
日
現
地
に
て

支
払
い
。昼
食
代
、ロ
ッ
カ
ー
費
は
別
　

申
込
=
往
復
(
ガ
キ
に
代
表
者
、参

加
者
全
員
の
住
所
、氏
名
、年
齢
、性

別
、電
話
番
号
を
明
記
(
1
枚
4
人
ま

で
)
※
往
復
(
ガ
キ
以
外
の
申
し
込
み

重
複
申
し
込
み
は
、全
て
無
効
期
限

=
8
月
1
7
日
必
着
抽
選
会
=
8
月
2
4

日
、午
前
1
0
時
か
ら
区
役
所
1
2
階
会
議

室
で
開
催
※
結
果
は
、9
月
上
旬
発

送
予
定
申
・
問
先
=
公
園
管
理
係

〒
3
・
8
5
1
0
中
央
本
町
―
-
1
7

A- Fest a' 98
通 信

□ 記念T シ ャツ発売中!
収益はまつりイベント経費にあてら

れます。ご協力お願いし ます。
□ あだ っちボール参加チ ーム募集!
「あだっちポール」はドッジボール

に似ただれにでもできる楽しいゲーム
です。なんと優勝賞金は10万円! ご参
加お待ちしています。日時=10月11
日( 日) 、午前10時～場所=総合スポー
ツセンターグラウンド 対象= 区内在
住・在動・在学の方で、1 チーム10人(
女性 また は50歳以 上の方3 人以上を
含 む) 費 用=1 チ ー ム2, 000

円
募

集数=32 チーム( 先着順)
□ ステージ出演者募集!
ステージ上でA- Fest a を盛り

上げてくれる区内のアマチ ュアグルー

プ または個人を募集してい ます。ただ
し、会場の都合上バンドについては別

に出演条件があります。詳細は問先へ
日時=10 月10、11日 場所= 元渕江公
園特 設ステージ
□ 森と広場のバザー出店団体募集
日時=10 月10、11日 場所= 元渕江公
園、足立区総 合スポーツセンタ ー 対
象= 区内の地域活動を目的とする非営
利団体 募集団体数=25 団体( 抽選)

範囲= テント( 2 間× 3 間) の半分を1

区 画とする。 施設使用料=20, 000
円
――いずれも――
申 込= 電話または直接窓口 期限=8
月21日囹 申 ・問先= 足立区区民 まつ
り 委貝会事務局( 地 咳振興課育成 係)

～
テ
ス
ト
し
ま
し
た

「
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
」～

イ
タ
リ
ア
料
理
の
定
着
や
健
康
志
向

を
背
景
に
消
費
量
が
急
増
す
る
オ
リ
ー

ブ
オ
イ
ル
は
、
ほ
ど
ん

ど
が
輸
入
品
の

た
め
、
品
質
に
関
す
る
規
格
や
表
示
な

ど
か
わ
か
り
に
く
い
の
が
実
情
で

す
。

そ
こ
で

、
足
立
区
な
ど
8
区
の
消
費

者
セ
ン
タ
ー
が
台
同
で
品
質
テ
ス
ト
や

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
ま
し
た
。

□
テ
ス
ト
し
た
商
品

エ
ク
ス
ト
ラ
バ

ー
ジ
ン
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
・・・
1
8銘
柄

、

オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
(

ピ
ュ
ア
と
も
呼
ば

れ
る
)

…
1
2銘
柄
、
計
3
0
銘
柄

□
テ
ス
ト
結
果

▽
品
名
・
原
材
料
名
・
内
容
量
な
ど
の

表
示
…
6

銘
柄
が
不
適
当

。
関
係
機
関

に
改
善
を
要
求

▽
保
存
方
法
の
表
示

・・・
常
温
保
存
可
能
で
あ
り

、
表
示
を
省

略
で
き
る
た
め
、7

銘
柄
に
は
表
示
な

し

。
し
か
し

、
商
品
の
特
性
上

「
常
温

暗
所
保
存

」
と
の
記
載
が
望
ま
し
い

。

逆
に
表
示
は
あ
っ
て
も
、3

銘
柄
に
は

欄
外
で

「
冷
所
(

涼
所
)

保
存

」
な
ど

と
違
い
が
あ
り

。
統
一
を
望
む

▽
輸

入
品
の
原
産
国
表
示
義
務
…
製
品
を
直

接
輸
入
し
た
銘
柄
に
は
す
べ
て
表
示
あ

り

。
樽
や
ド
ラ
ム
缶
で
輸
入
後
に
製
品

化
し
た
6

銘
柄
中
、
4

銘
柄
は
表
示
な

し

。
国
産
と
の
誤
解
を
避
け
る
た
め

、

わ
か
り
ゃ
す
ぃ
表
示
が
求
め
ら
れ
る

□
品
質
テ
ス
ト
結
果

▽
劣
化
程
度
・
・
・
開
封
時
に
過
酸
化
物
価

が
国
際
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
協
会
規
格
を

超
え
た
銘
柄
は
な
い
も
の
の
、酸
価
に

つ
い
て
は
1
銘
柄
が
2
.
0
を
超
過
(
こ
れ

ら
の
数
値
を
超
え
る
と
劣
化
が
進
ん
で

い
る
と
さ
れ
る
)
※
保
存
場
所
や
経

過
日
時
に
よ
る
変
化
は
み
ら
れ
ず
。揚

げ
物
テ
ス
ト
で
は
、食
用
調
合
油
よ
り

も
数
値
の
上
昇
率
が
高
い
。ま
た
、エ

ク
ス
ト
ラ
バ
ー
ジ
ン
オ
イ
ル
を
揚
げ
物

用
に
使
う
と
、煙
が
出
や
す
く
、味
も

香
り
も
損
な
わ
れ
る
の
で
使
い
分
け
に

注
意
が
必
要
▽
オ
レ
イ
ン
酸
(
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
値
を
艮
好
な
状
態
に
保
つ

と
い
わ
れ
て
い
る
脂
肪
酸
)
含
有
率
=
・

6
7
～
8
1
・
8
%
、
平
均
7
7
・
0
8
%
と
な

り
、
協
会
規
格
に
合
う
。
な
お
、
含
有

率
は
オ
レ
イ
ン
酸
が
高
い
と
リ
ノ
ー
ル

酸
が
低
く
、
逆
に
オ
レ
イ
ン
酸
が
低
い

と
リ
ノ
ー
ル
酸
が
高
い
傾
向
。
オ
レ
イ

ン
酸
が
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
だ
け

を
下
げ
る
の
に
対
し
、
リ
ノ
ー
ル
酸
は

善
玉
、
悪
玉
両
方
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

値
を
下
げ
て
し
ま
う
と
い
わ
れ
て
い
る

▽
食
味
テ
ス
ト
…
日
本
人
好
み
に
加

工
し
て
あ
る
ピ
ュ
ア
の
は
う
が
、
抵
抗

な
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る

□
消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

ア
ン
ケ
ー
ト
で
ほ
、
エ
ク
ス
ト
ラ
と

ピ
ュ
ア
の
違
い
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
よ

う
で
し
だ
。
前
者
は
果
実
を
し
ば
っ
た

ま
ま
の
高
級
品
と
さ
れ
、
後
者
は
精
製

加
エ
ブ
レ
ン
ド
さ
れ
た
も
の
で
す
。

購
入
時
に
は
賞
味
期
限
や
保
存
方
法

の
表
示
に
注
意
し
、
使
用
目
的
に
よ
っ

て
種
類
産
便い
分
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

高
級
品
に
は
日
本
人
に
は
な
じ
み
に
く

い
、
い
わ
ゆ
る
ぐ
せ
の
あ
る
も
の
が
あ

り
ま
す
か
ら
、
自
分
の
好
み
に
あ
っ
た

味
の
も
の
を
み
つ
け
る
の
が
よ
い
と
思

わ
れ
ま
す
。

問
先
=
消
費
者
セ
ン
タ

ー
　
　
(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

み んなの

ペ ージ

早
朝
の
ひ
と
と
き

木
村
　
茂
さ
ん

綾
瀬
五
丁
目

自
宅
付
近
は
。
武
道
館
、
東
綾
瀬
公

園
な
ど
の
整
備
で
ず
い
ぶ
ん
き
れ
い
に

な
っ
た
。
早
朝
5
時
ご
ろ
に
庭
で
体
操

を
し
、
付
近
に
散
歩
へ
出
て
冷
気
の
中

で
背
伸
び
を
す
ると

、
心
身
共
に
目
覚

め
る
。(中
略
)
静
か
な
た
た
ず
ま
い

、

鳥
の
鳴
き
声
、
神
秘
的
な
朝
焼
け
雲
。

気
忙
し
い
日
常
の
中
、
早
朝
は
大
自
然

を
育
む
、
心
安
ら
ぐ
ひ
ぐ
と
き
で
あ
る
。

古
希
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

ペン
ネーム

近
藤
太
洲
さ
ん

中
川
一
丁
目

5
月
の
施
設
見
学
会
に
参
加
し
、
素

睛
ら
し
い
区
の
施
設
、
公
園
な
ど
を
見

て
感
慨
も
ひと
し
お
で
し
た
。

7
0歳
代
の
前
半
の
始
ま
ひ
に
、
私
の

一
生
の
思
い
出
に
残
る
良
い
プ
レ
ゼ
ン

ト
に
な
り
、
心
か
ら
感
謝
し
ま
す
。
こ

れ
か
ら
の
人
生
も
頑
張
る
決
意
を
新
た

に
し
た
次
第
で
す
。

『
ペ
ン
ギ
ン
の
小
さ
な
町
』

岸
　
悠
介
さ
ん
(
中
川
小
3
年
)

「
お
花
を
見
て
い
る
む
つ
み
」

本
名
睦
美
さ
ん
(
美
松
幼
稚
園
・
4
歳
)

毎月10日号の「みんなのページ」
をお楽しみに
皆さんのイラスト や自 慢の写真、まち

の話題などを募集し てい ます。ハガ キに
住所、氏名、希望する方はペンネーム、
電話番号、年齢( 学年)を明記し て、どし

どし ご応募ください。 申・問先= 広報
係 〒120- 8510 中央本町1- 17- 1
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い
こ
い
の
場
所
を
訪
ね
て
④

見
沼
代
親
水
公
園

日
差
し
の
強
い
日
で
も
、
木
陰
の
下

を
流
れ
る
小
川
と
散
歩
道
は
、
い
つ
も

涼
し
げ
。こ
こ
見
沼
代
親
水
公
園
は
、

舎
人
水
門
か
ら
古
千
谷
橋
ま
で
約
千
7
0
0
m

続
き
、
水
生
植
物
園
・
こ
も
れ
び
・

せ
せ
ら
ぎ
・
ま
ど
ろ
み
ゾ
ー
ン
の
4
つ

に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
緑
の
ト
ン
ネ
ル

の
中
を
歩
い
て
み
る
と
、
滝
あ
り
、
太

鼓
橋
あ
り
と
、
な
か
な
か
変
化
に
富
ん

で
い
る
の
で
飽
き
ま
せ
ん

。子
供
た
ち

が
、
水
遊
び
に
夢
中
に
な
る
姿
も
何
と

も
微
笑
ま
し
い
光
景
で
す
。

園
内
の
散
策
も
も
ち
ろ
ん
楽
し
い
も

の
で
す
か
、
ゆ
っ
く
り
と
ベ
ン
チ
に
腰

掛
け
て
、ひ
と
と
き
を
過
ご
し
た
り
、

公
園
を
敷
歩
す
る
人
ど
う
し
で
言
葉
を

交
わ
す
の
も
こ
の
公
園
の
楽
し
み
方
で

は
な
い
で
し
ょ
ら
か

。

舎
人
4
-
5
～
古
千
谷
本
町
4
-

8
東
武
バ
ス
(
竹
ノ
塚
駅
西
口
～

舎
人
二
ッ
橋
間
)
終
点
ま
た
は
古

千
谷
橋
下
車
1
分

※
公
園
内
に
は
、
ち
び
っ
こ
プ
ー
ル
も

あ
り
ま
す
(
舎
人
2
-
3
)

花
だより

夾竹桃

こ
の
木
は
イ
ン
ド
原
産
の
常
緑
低
木

で
、
江
戸
時
代
に
渡
来
し
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

樹
勢
が
強
く
大
気
汚
染
に
も
強
い
こ

と
か
ら
、
公
園
な
ど
に
よ
く
植
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
木
の
高
さ
は
3
～
6
m
で
、

葉
は
厚
く
光
沢
が
あ
り
、
3
つ
ず
つ
輪

生
し
ま
す
。
葉
幅
が
狹
く
花
が
桃
の
花

に
似
て
い
る
の
で
、漢
名
を

〝夾
竹
桃〟

と
い
い
、
日
本
名
も
こ
れ
に
基
づ
い
て

い
ま
す
。

花
は
6
～
9
月
に
か
け
て
、
特
に
夏

の
盛
り
に
、
枝
先
に
多
数
つ
き
ま
す
。

花
に
は
一
重
の
も
の
と
八
重
の
も
の
が

あ
り
、
色
は
鮮
や
か
な
紅
、
淡
黄
、
乳

白
色
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

枝
葉
や
花
に
は
少
し
毒
が
あ
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
お
子
さ
ん
が
口
に
入

れ
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

《
公
園
緑
地
課
》 絵: 鈴 木絹枝さん( 鳥根一丁目)

キ
ョ
ウ
チ
ク
ト
ウ
が
み
ら
れ
る
場
所

・
栗
六
公
園
(
六
月
3
-
1
0
-
1
)

・
五
反
野
親
水
緑
道
(
西
綾
瀬
1
-
2

～
西
綾
瀬
2
-
2
)

※
夏
の
水
は
貴
重
で
す
。
公
園
の
水
も

大
切
に
!

植
物
の
和
名
漢
字
は
当
て
字
も
あ

り
ま
す
が
、
興
味
あ
る
字
が
多
い

の
で
紹
介
し
て
い
ま
す

スケッチあだち このコーナーではまち の情報・話題を

お 待ちし ています。

問 先= 広報 係　3880- 5111 ㈹

リサイクル
探偵団' 98

7月12日開催

旧竹の塚北小学校

リ
サ
イ
ク
ル
、
ご
み
減
量
と
い
う
身

近
な
問
題
を
、
大
人
と
子
ど
も
が
楽
し

み
な
が
ら
学
習
す
る
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
題
し
て
「
リ
サ
イ
ク
ル
探

偵
団
'
9
8
」
。
会
場
内
の
約
6
0
店
の
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
は
、
衣
類
や
日
用
品

な
ど
掘
り
出
し
物
が
い
っ
ぱ
い
。
体
験

工
作
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

が
ロ
ケ
ッ
ト
に
、
牛
乳
パ
ッ
ク
が
(
ガ

キ
に
と
、
楽
し
い
作
品
に
大
変
身
。

こ
の
会
場
に
集
っ
た
人

。み
ん
な
が

リ
サ
イ
ク
ル
探
偵
団
員
な
ん
で
す
ね
。

空
高
く
、
飛
ば
す
ぞ
、
僕

の
手
作
り
ロ
ケ
ッ
ト

初
め
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

柢
す
き
体
験
。「
私
、
う
ま

く
で
き
る
か
な
」

▲ 天気に恵まれた日曜日、お店も
二コニコ大繁盛

蒲原中で特別授業『薙刀 の心 と技』
東
和
3
丁
目
に
あ
る
蒲
原
中
学
校
(

田
中
啓
之
校
長
、
生
徒
数
6
3
3人)

で
は
、
生
徙
た
ち
に
普
段
の
学
校
の

授
業
で
は
味
わ
え
な
い
新
し
い
発
見

や
体
験
の
機
会
を
よ
り
多
く
持
っ
て

も
ら
お
う
と
、
年
6
回
、
外
部
講
師

を
招
い
て
特
別
授
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。7
月
1
3日
に
は
、
全
日
本
な
ぎ

な
た
連
盟
審
議
員
の
野
田
文
子
範
士

の
講
演
と
足
立
区
な
ぎ
な
た
連
盟
の

皆
さ
ん
に
よ
る
模
範
試
合
が
行
わ
れ

ま
し
た
。「す
ば
や
い
動
き
と
迫
力

の
あ
る
緊
張
感
で
体
育
館
が
静
ま
り

か
え
っ
た
の
に
は
と
て
も
驚
き
ま
し

た
」
と
三
年
三
組
の
堀
口
優
さ
ん
。

生
徒
の
皆
さ
ん
の
真
剣
な
眼
差
し
が

印
象
的
で
し
た
。

色々な考え方があるんだね
小・中学校合同授業

7 月6 日(月)、9 ・10

年度 の学力向上研究推
進校である梅島第一小
学校( 坂元直子 校長)
と第十中学校( 飛鳥馬
健次校長) の子どもた
ちが、道徳の授業を合

同で受けました。区内
の学校では珍しい合同

授業は去年に続き、今

回で2 回目。

小グループに分かれ
ての話し 合いに、初め

は緊張気味の子どもた
ち。でも 、中学生のリ
ード で、小学生も積極

的に発言。小学生は、
中学生の意見に 「さす
がj と驚いていまし た。

銭湯で教わる長寿の秘けつ

5
月
か
ら
毎
月
第
2
水
曜
日
は
、

区
内
の
浴
場
組
台
に
よ
る
高
齢
者
無

料
入
浴
デ
ー
。
こ
の
無
料
入
浴
日
に

あ
わ
せ
て
、4
ヵ
所
の
銭
湯
で
7
0歳

以
上
の
高
齢
者
向
け
の
健
康
教
室
が

開
か
れ
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
の
1
つ

が

〝い
こ
い
湯
(
江
北
4
丁
目
)〟
。7

月
8
日
に
は
、
銭
湯
の
ご
主
人
山

口
さ
ん
か
ら
疲
れ
を
と
る
指
圧
の
方

法
を
教
わ
っ
て
体
を
ほ
ぐ
し
た
り
、

ゲ
ー
ム
を
し
て
楽
し
み
ま
し
た
。

指
圧
で
体
を
ほ
ぐ
す

泥んこヌルヌル、笹の葉さ～らさら

～都市農業公園～

7月5 日 の日曜 日、『稲 づくり

体験( 田の 草取り) 』と『七夕 飾

りづくり』の2 つの 催し が、鹿浜

の都市農業公園で実施。

稲が大人の膝ほどに成長した田

んぼに入り、親子で田の草取りを

体験、ここで収穫したもち米は、

11月にお餅にして食べるそうです。

また、古民家の前では、来園者

の親子たちが、係の人の手ほどき

で、星などいろいろな形の七夕飾

り作りに挑戦。思い思いの願い事

が書かれた短冊が、大きな笹竹に

結ばれ、風にユ～ラユラ。中には、

「ボーナスが、たくさんもらえま

すよ～に! 」と書かれた短冊も、

お父さんの願い事?

み
ん
な
の
願
い
ご
と
を
い

っ
ぱ
い
付
け
た
大
き
な
笹
竹

▼ どうか願いごとが、か
ないますよ～に! !

▲ イ ネの穂先 から目
を守るための 秘密 の
道具( 右写真で子 ど
もたちが使っていま す)

キ
ャ
ッ
　
カ
エ
ル
だ
ー
!
!

南
極
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
?

南
極
か
ら
帰
っ
て
き
た

旗
を
迎
え
る
会

7
月
1
4
日
。
栗
原
北
小
学
校
(
菅
野

俊
子
校
長
、
生
徒
数
4
0
8
人
)
で
南
極
か

ら
帰
っ
て
き
た
旗
を
迎
え
る
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
旗
は
、
昨
年
1
1
月
、

当
時
の
1
年
生
が
中
心

とな
っ
て
全
校

児
童
が
寄
せ
書
き
し
、
南
極
観
測
隊
に

託
し
南
極
の
空
に
翻
ら
せ
た
も
の
。
そ

れ
を
今
年
3
月
に
帰
国
し
た
第
3
8次
南

極
地
域
観
測
隊
員
の
鈴
木
博
之
さ
ん
か

ら
児
童
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

南
極
の
自
然
や
生
物
、
鈴
木
さ
ん
の
南

極
で
の
体
験
な
ど
が
ス
ラ
イ
ド
で
紹
介

さ
れ
る
と
、
た
く
さ
ん
の
質
問
が
寄
せ

ら
れ
、
児
童
だ
も
の
南
極
へ
の
関
心
は

一
層
高
ま
っ
た
よ
う
で
す
。

▲ 昭 和 基地 に て 旗を 手に す る
鈴木 さ ん( 右)

▲ 「 お 帰 り な さ い 」 南 極 か ら

戻 っ た 旗 を 手 に す る 児 童

足
立
で
採
れ
た
農
産
物
が
せ
い
ぞ
ろ
い

農

産

物

共

進

会

7
月
4
日
、
区
役
所
1
階
ロ
ビ
ー
で

区
内
農
家
が
栽
培
し
た
野
菜
、
つ
ま
も

の
、
花
な
ど
の
品
評
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
会
場
は
、
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受

賞
し
た
並
木
一
重
さ
ん
(
一
ツ
冢
三
丁

目
)
の
夏
菊
を
は
じ
め
と
す
る
竄
点
の

農
産
物
の
展
示
や
低
廉
即
売
、
ま
た
先

着
3
0
0人に
小
松
菜
と
お
米
の
無
料
配
付

が
行
わ
れ
、
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た

。
保
木
間
一
丁
目
か
ら
み
え
た
萓

森
さ
ん
は
、
「区
内
で
も
、
い
ろ
ん
な

農
産
物
が
採
れ
る
ん
で
す
ね

。区
民
農

園
を
利
用
し
て
い
る
の
で
参
考
に
な
り

ま
ず
」
と
興
味
深
ぐ
鑑
賞
し
て
い
ま
し

た
。

古紙配合率70% を使用し てい ます Y. O. Ya　240, 000


